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司会 

望月 未菜（神戸大学国際文化学部 4 年生） 

 

発表者 

岩澤 豊子（武庫川女子大学文学部教育学科 4 年生） 

「西宮船坂ビエンナーレ―地域コミュニティとアーティストの関係について」 

川村 浩一（滋賀県立大学大学院人間文化学研究科 博士前期課程） 

「石山アートプロジェクト 2011―コトバとアート―」 

伊藤 麻未（神戸大学大学院国際文化学研究科 博士前期課程） 

「Ballhaus Naunynstrasse（バルハウス・ナウニンシュトラーセ）」 

 

 

望月：まず各発表に関して、何か質問等ある

方いらっしゃったらどうぞ。 

 

アートの定義とは？アートの定義とは？アートの定義とは？アートの定義とは？    

南田
1
：川村さんに質問なんですけれども、も

しかしたら聞き逃してるかもしれないんで

すけれども、落語をアートとして扱っている

のはなぜなんですか。川村さん自身にとって

のアートの定義っていうのは、どういうもの

なんでしょう。 

 

川村：まず、なぜ落語をアートと感じている

かは、伝統芸能として認められている存在で

もあるということがあります。僕の感覚的な

話だけではなくて、国宝、重要無形文化財に

も指定されているんですね。話芸、音芸では、

落語と講談、この二つが重要無形文化財では

指定されています。そういった歴史というの

も含めて、落語というのはアートとして捉え

ていいんじゃないかと。 

 で、僕が思うアートというのは、本来何で

もアートになってしまうんでないかなとい

うところがあって、その人にとって、どうあ

るものを切り取るか、捉えるか、その捉え方

自体がアートなんじゃないかというふうに

考えているんです。だから、ほんとにそこに

ある石でも、その人がアートだと思えばそれ

はアートだと思うし、でもそれをアートじゃ

ないと思う人にとってはアートじゃないだ

ろうし。アートというものを「もの」として

評価するんではなくて、その人の「捉え方」

というか「視点」、そういったものからアー

トって生まれるんじゃないか。 

 で、そこでコミュニケーションだとか、そ

ういった経験、体験だとかが蓄積されていっ

て、その人にとってあるものがアートになる

瞬間があったりする。今までアートじゃなか

ったものが、色んなものを見てきたり、経験

した中で、「あ、こういったものをこういう

見方ができる」とかいうふうに。だからその

もの自体がアートというよりか、個人個人が

持つ捉え方、切り取り方、見方、その人の感

性というかそこにアートっていうものが存

在するんではないかという考えで今やって

います。答えになってたかわからないですけ

ど。 



アートと決めるのは誰か？アートと決めるのは誰か？アートと決めるのは誰か？アートと決めるのは誰か？    

橋本みなみ
2
：そうしたら、何かアート的な作

品を見せたりとか、アートの公演をしたり、

コンサートをしたりだとか、作家がワークシ

ョップをしたりする時に、それ自体の質がど

うであっても、やっている側がアートである

と捉えればそれでいいということなんでし

ょうか。 

 例えば、その落語をされる時に、プロの方

も今後公演を予定しているし、一方で学生の

落語研究会の方もおられるとおっしゃいま

したよね。学生さんを起用するっていうふう

になった時に、彼らの実力を自分で確かめら

れてるだとか、質の判別ってどのようにされ

てるのかなって思います。それも含めて、な

んでもアートであるのか、そうではないのか

っていうのが私は気になっています。 

 

川村：すごい矛盾してしまうかもしれないん

ですけど、なんでもアートになるって思う反

面、やっぱりそこに違いは認めてて、やっぱ

りプロの人呼ぶっていうのは、自分が見てき

た中では、レベルが違っていて、話芸として

完成されていたりするわけなんです。そうい

う違いっていうのは、あると思っています。 

 ただ、本当に些細なことがアートになって

しまう、なるんじゃないかなっていうのも同

時に思っていて。なんか、そこが自分の中で

矛盾してるところかもしれないんですけど

も、両方とも否定はできなくって、すごい困

る感じなんですけども。違いはもちろんある

と思うんです。あると思うからこそ、次はプ

ロの人を呼んで、生の落語を見せたいってい

うのもありましたし。 

 

南田：お話を聞いていて、アート、アートじ

ゃないっていうのは、提供者側の価値観では

なく、聴衆側の、オーディエンスの価値観に

よって決められているということですか？ 

 

川村：受け入れ側が決めればいいんじゃない

かっていう、そういったらおかしいかもしれ

ないですけど、うん。 

 

南田：変な質問かもしれないけれども、一応

アートプロジェクトってつけている限りは、

聴衆が大多数、これが本物で、これがアート

だってわからなかったら、アートプロジェク

トとして成り立ったとは言い難いんじゃな

いかなって思ったんですけど、そこらへんは

どう思われます？ 

 

住民住民住民住民はオーディエはオーディエはオーディエはオーディエンスか？ンスか？ンスか？ンスか？    

男性 A3
：僕なんかちょっと言っていいかな。

みなさんの中に入って、変なおじさんがまじ

ったみたいなんだけど、今日この企画の前に

やっていた「混浴温泉世界のシンポジウム」

が街づくりということと、アートとの結びつ

きということを考えた時に、みなさんが船坂

の話にせよ、それから今の話もそういう視点

でみたらって思うんです。アートの提供者と

オーディエンスって言ってる限りは、アート

の提供者がいなくなったら、街づくりは終わ

っちゃうんですよ。で、僕自身はそういう目

で見たときに、うまくいってるやつは、アー

トの質のレベルの高い、低いじゃないと思う。

今川村さんが言ったように、その人にとって、

ちょっと始めたくなるような、ということが

ない限り、きっとその人たちのものにならな

いんですね。みなさんは出かけて行って、そ

こでやってくれてる。 

 船坂のビエンナーレに何か問題があると

したら、なんとかそのめんどくさいことはそ

この地域住民の負担にならないようにした

こと。そうである限り、僕は地域住民に根付

かないと思うんですよ。地域住民の人がやり

たくなるようなことになっていく。だから、

僕はアートをちゃんとやったことがないし、

知らないですけど、みなさんが見て、とても

稚拙なものでも、それをその市民の方が何か



やり始める。それが来年も別府の「混浴温泉

世界 2012」ではね、市民の方々にどんどん

街中に出てきてもらう、超一流をいっぱい連

れてくるけど、でもみなさんにも凄くやって

もらうと、それが次のステップだと仰ってい

るんですが。 

 そういう見方をしたときには、落語も、「ま

あ俺らもできるかな」っていうレベルの人が

やっていて、でプロのすごい落語もそこにお

いてっていうのは…。 

 僕は東京に単身赴任しているんですが…

豊中の街づくりのワークショップに時々顔

を出しているんですね。で、豊中の街づくり

会社は、少ない運営資金を出すのに、自分が

知り合いだからということで、関西の落語家

を毎月ひっぱってやってきて、それでわずか

に集まる。だけど、そのわずかに集まる人た

ちは、多分だいたいいつも集まる人達で、そ

れがわずかな収入になって、その街づくりの

次の投資に結びつけることでやってるんで

すけどね。それを、僕は豊中の街づくりって

うまくいってるとは思わないんですが、結局

それはわずかの 2 人か 3 の街づくり会社が必

死にやっている状態で、それがおもろいから

俺も手伝うっていう人がどれだけ入ってく

るかなんです。 

 なら、アートとしてみなさんがとても勉強

されている中に、いや、でももっと初歩の初

歩っていうのを教えてあげて、「やったら面

白いでしょ」、「こんなもの作ってみたら、み

なさんもほらできた、それ一緒に並べて飾り

ましょ」と。だからやっている主体にどう入

れていくかという視点でみたら、多分提供者

とオーディエンスっていう垣根を取ること

じゃないのかな、ちょっと僕は思います。 

 

藤原
4
：僕がアートプロジェクトっていうもの

について考えているのは、出来た作品とかじ

ゃなくて、そのプロセス、過程の中で、住民

とアーティストが繋がってくという、この過

程のことをプロジェクトって表してて、その

繋ぐ姿がアートプロジェクトなんじゃない

かなって思ってて。多分、これ厳密に調べた

ことがないからわかんないですけど、アート

プロジェクトって言葉を使ったのは、川俣正

さんだと思ってるんですけども、川俣さんは

アーティストですけれども、作品を作るって

いうよりは、その地域の方を巻き込んで、な

んか塔を作ったりだとか、フットボール大会

があったりだとかっていうので、そういうそ

こにどんな作品を呼んでくるとか、そこでど

んな作品が作られたっていうことよりも、そ

の作品を作る過程で、住民の方が繋がってい

くという姿の過程のことを示しているんじ

ゃないかなって思っています。 

 

アーティストとオーディエンスの反応、街のアーティストとオーディエンスの反応、街のアーティストとオーディエンスの反応、街のアーティストとオーディエンスの反応、街の

変化―空間的な観点から変化―空間的な観点から変化―空間的な観点から変化―空間的な観点から    

藤野
5
：今の流れの中で、川村さんにもう少し

お聞きしたいことがあるんですけれどね、だ

からアートはなんだっていう大きな問題に

なって、これはまあ美学的、芸術的定義の仕

方があるのですが、それから始めると多分長

くなるのでやめておきます。それで、佐々木

先生の研究室だから、空間デザインっていう

ことにかなり関心があると思うんですよね。

で、その今回の落語会を呼んだプロジェクト

も、そのオーディエンスと、アーティストの

関係性というか、その落語の方との関係性を、

まあいわば空間デザインの観点からどう考

察するかという実験が入ってたと思うんで

すよ。だから、3 回か 4 回、違うスタイルを

採って、やってみたわけですよね。つまり、

あなたがプロデューサー、デザイナーとして

オーディエンスとアーティストの関係性を

仕掛けていったわけですよね。 

 で、それに対するあなたのデザイナーとい

うか、コーディネーターというか、プロデュ

ーサーとしての意図が今日は紹介されたん

だけれども、それに対する実際の反応とか、



そのそれぞれの効果の違いっていうのはど

ういうふうに出てきたのか、それを例えばア

ーティストサイドはどう感じたのか、あるい

はオーディエンスサイドはどう違いを認識

したのか。それによってアーティストと市民

がつながる、つながり方がどう違ってきたの

か、そこのところが結論部というか、効果と

して結論で欲しかったんですよね。だから、

あなたの意図はよくわかった。で、しかも空

間でデザインってところから、そのオーディ

エンスとアーティストと自分の関係を配置

を変えてみたっていうのは、それはおもしろ

いと思うんですよ。だけど、それによって本

当にアートが街を変えられるかって考えた

時に、どういう違い、変化があった、そこの

部分はどうなんですか。 

 

川村：どういう反応があったかについてまず

言いたいんですが、まず一回目にやったとこ

ろは、すごく小さな駐車スペースと言われる

ような空間でやりました。で、二回目は大き

な銀行の駐車場、すごく広いところです。で、

三つ目は空き店舗、小さな空いてるスペース

ですね。こんな違いがあるんです。 

 まず、一つ目、小さなスペースを使った時

には、割と周りの階段であったり、フェンス

であったり、そういった物が、建築的な物が

あることによって、一つのひとまとまりの空

間っていうのがある程度確保されて、自分と

しては、演者側にとってもまだやりやすい状

態だと思った。でも演者側からすると、一回

目、二回目、やりにくいという反応がありま

した。周りの雑音がすごかったりだとか、そ

ういった中で演じないといけなかったのは、

普段やる演じ方とは全く違う演じ方になる

んで、それはすごくやりにくかったそうです。

だけど、その三回の中では、一番は室内がよ

かったんですけれど、二番目にやっぱりその

空間、小さな空間っていうのがあって、空間

の大きさによってやりやすさはもちろんあ

るなっていうのが、演者側からの反応でした。 

 あと、プログラム的に落語だけをやるので

はなくて、大喜利という形でやり合う、双方

向性のプログラムも組んでいて。そこでおも

しろい出来事があって、それはそのワークシ

ョップ的にもちろんやっていたのですが、子

どもが発言をすると、それにつられてライバ

ルみたいな存在がでてきて、子ども同士でダ

ジャレを言い合ったり、それを見ておばちゃ

んらが、拍手をしたり、笑ったり、そういっ

たその落語家と、観客、オーディエンスの、

こういうアーティストとの一方向のつなが

りだけではなくて、そこからまた違う存在が

ぽんっと現れた。 

 

藤野：インプロヴィゼーションが起こったん

ですね。 

 

川村：そうです。落語の場との関係があって、

そことの関係に対して違う関係がまた生ま

れていくっていうような連鎖反応みたいな

ものがそこで起こっていたというのは、一つ

面白いことです。 

 

藤野：比較的、閉鎖的な空間ですよね。 

 

川村：そうですね。割と小さな空間です。そ

れに対して、大きい空間のところでは、やは

り人数的には同じなんだけれども、閑散とし

た印象にやっぱりなってしまう。そういった

ところがすごいもったいないところでもあ

りますし。ただそのライバルが現れるという

ようなところでは、両方とも現れていて、そ

こに関しては空間の違いってないんじゃな

いかなっというのも、ちょっと思うところで

した。そのポジションは、室内でやった時で

も、出てきたんですね。だから、どこの空間

でやったときにも、大喜利に対して応えたり、

ダジャレをどんどん言ったりだとか、そうい

う人物がどこかに一人はいて、で、それに触



発されて、また出てきて。そういった連鎖反

応が起こるっていう一つのコミュニケーシ

ョンの広がりが興味深かったということは

あります。 

 

石山アートプロジェクトとは石山アートプロジェクトとは石山アートプロジェクトとは石山アートプロジェクトとは    

佐々木
6
：指導教官が補足の説明をしとくとで

すね、ご存知でない方もいらっしゃると思う

んですけど、商店街で、空き店舗になんかす

るっていうのは、別の商店街で林さんってい

う川村くんの先輩のあたる子が始めたとき

に、ソフトとハードがどうしても切り離せな

いという問題があったんですね。ですので、

また同じように商店街をフィールドでやっ

た時に、安易にハードを作らないようにしよ

うっていうのが最初のきっかけだったんで

す。 

 で、そのきっかけの中で、じゃあ何をする

かってなった時に、アーティストを呼んでみ

たらどうだっていうことが、まあ始めに出て

きたんですね。で、それはやっぱり、話して

いく中で、やっぱりコミュニケーションをと

る力っていうのがアーティストは他の分野

の方より強い。なんか、一方向というより双

方向に対して強いということでアーティス

ト呼ぼう、と。 

 で、もう一つはハンディキャップをもつ人

ですね。なんか、ただアーティストと観客っ

ていう形を、図式を崩せないというのがあっ

て始めたってことなんです。で、今日、中村

政人さんの講演でもあったんですけど、始め

て行くうちに、アーティストでない我々が何

をするのかってなったときに、中村さんが言

ってたのはやっぱり、システムの設計だった

り、空間設計っていうのがすごい大きな位置

を占めると仰っていました。やってるうちに、

これはすごく強く思うことがあります。 

 で、もともと林も住居の設計とかデザイン

を学んでたんで、その空間をその場所に対し

てどういうふうな空間設計っていうか設定

ですね、設定すればいいのかっていうことに

なったんですが、そこで逆にこちら側の技量

が求められる。だから、川村に一応仕掛けて

効果はどうなのかってことは同じように言

ってるんですけど、その時にうまいことまだ

言語化できないことがあるみたいなんです

けど。ただ、そのやってる時に、ここが空い

てるから、じゃあやって下さいっていうふう

なものじゃなくて、そのやって下さいってい

うこちら側が、かなり明快に仕掛けた方向を、

自分が何を仕掛けたのかっていうことをか

なり強く思っておかないと、どう効果が現れ

たかっていうのは自分で判定ができない。た

だ空間でやってもらいましたっていうだけ

では、やるこちら側の意図が見えないんです

ね。だから、なぜこの空間でやらなきゃなら

ないのかという意図を明快にしないと、やっ

ぱり効果がどうなのかって現れない。 

 で、まあアートの定義というところは非常

に難しいんですけれど、それを仕掛ける側の

責任として、仕掛けたことに対して効果がど

うなのかってことを、自分でそれをちゃんと

説明できるっていうのがやっぱり大事な条

件なのかなっていうのは、やりながら思いま

す。ただ、その屋外空間でやったっていうの

は、結局去年は屋外空間でやってないので、

屋外空間の方が閉鎖空間よりは設定条件が

非常に難しい、という関心がもちろんあると

ころです。例えば壁をひとつ建てるとしても

難しい状態なので、だからそういう空間の使

い方の違いっていうのはでてくるし、こちら

側の問われるレベルとしても、どうしても上

がってしまいますね。 

 

アーアーアーアートに親しみやすさは必要か？トに親しみやすさは必要か？トに親しみやすさは必要か？トに親しみやすさは必要か？〜〜〜〜ワーワーワーワー

ク・イン・プログレスの可能性ク・イン・プログレスの可能性ク・イン・プログレスの可能性ク・イン・プログレスの可能性    

橋本み：今年度、落語を取り入れられてみた

っていう話だったんですけれども、落語が、

地元の人にとっては前の代の林さんがアー

トを中心のプロジェクトをやっていた時よ



りも、地域の人にとっつきやすいと喜ばれた

っていうような経緯を少しお聞きしたと思

うんです。私は個人的には、落語はとっつき

やすい、比較的身近であって、自分からかけ

離れてないからこそ近づきやすいって感じ

る反面、大きな価値観の転換とか、ショック

を受けたという感覚が少ないんじゃないか

なって思っています。 

 例えば現代美術で一見突飛に見えるもの

って、「こんなん全然わからへんわあ」って

最初は拒否してしまうかもしれないけれど

も、その一方で何かふと自分で思うところが

あって「わあ、これはすごい」って感動する

類いのショックってあると思うんですよ。だ

から、分かりやすさがだめとかいう訳ではな

くて、どっちにも私は良さがあると思ってる

んです。 

 で、少し私は岩澤さんの方に話を移したい

んですけれども、そういう意味では、船坂の

ビエンナーレでは、例えば地域の人には作品

に対してどんな反応があったんですか、分か

りやすいとか、分かりにくいとか。 

 

岩澤：住民が求めているのはわかりやすくて、

なおかつ文化っていう高尚なイメージ、そう

いう相反する二つのことを求めてはると思

ったんですよ、見ていて。で、アーティスト

がそのへん設置して置いて行くんですけど、

中には「これがアートらしいですわ」 

っていう感じで、でもやっぱり、「これ椎茸

裏返したみたいな形」って、そういうふうに

おっちゃんらは言ってるんですね。で、普通

やったら恥ずかしくて、ちょっとひく人もい

ると思うんですけれども、その逆に「わから

へん」ってぽんって言える間も必要かなって

思ってて、でもちょっとなんかアーティスト

が作品を置いていって、住民が来場者に説明

していくってつまらないし。 

 で、さっきの川村さんの話にも、ワーク・

イン・プログレスっていうのがすごくいい進

め方かなって思っていて、その作品と地域の

人って訳ではなく、恊働的なプロジェクトの

進め方って面白いなって思ってて。アートっ

て地域の人にとってみれば、訳の分からない

ものって思えるけれども、ただそのモノとし

ての作品だけがアートではなくて、その見え

ないプロジェクト自体もアートであるって

いうのが、逆に地域の人には親しみやすいん

ですよ。だからこそ、そういうアートってい

う言葉に抵抗あったりするのかなって思う

んですね。だから、見えないプロジェクト型

のアートもあるんだよっていうのを、これか

らどんどんビエンナーレの中で仕掛けて行

ったら面白いことになるんじゃないかなっ

て思っています。答えになってないかもしれ

ないんですけれども。 

 

男性 A：船坂は、僕も写真を見せていただい

てね、すごくいいなって思ったんですけれど

も、多分作った人の、いろいろなアーティス

トらしい理屈聞かせてもらったらもっと面

白いんやろなって、大抵は聞かせてもらわな

わからへんので。でも、要するに、その船坂

って所にあってるかどうかっていう一つの

見方があるんでしょ。それがね、多分その地

域とアートっていうところでは、サイトスペ

シフィック、そこに置くってところの意味が

やっぱり一つ大きなところで、で。おっちゃ

んが「椎茸ひっくり返したみたいや」って言

うのは、自分の場所やから、半分自分が入っ

とるわけ。だから言えちゃう、ですかね。ち

ょっと高尚なものやから、そんなん言ったら

あかんかって思わん。半分は自分の場所やか

らそう思えるんじゃないのかなって思いま

すね。 

 そういうところから、瀬戸内国際芸術祭の

なかでもね、公民館に水しきつめて、タイマ

ーおいてたあの作品
7
、子どもやおばあちゃん

やらに、好きな速さでセットしてもらって、

置いてもらったっていったでしょ。あれ、そ



の瞬間に、俺が置いたやつっていうことにな

ってるわけですね。それを日本中からみんな

見に来てるっていうことですよね。だから、

そんな関わりをどうやって作らしてあげる

べきかっていうのは、ひとつ、地域とアート

の外から乗り込んでやる時には、そこで一つ

でも用意するかどうかっていうのは大きい

んじゃないかなって思いますね。 

 

岩澤：確かに、制作する段階で、自分がちょ

っとでも携わった作品だったら、やっぱり自

慢して言う人もいらっしゃるんですよ。だか

ら、そういうのがやっぱり大事なんかなって

思ってるんで、それは先ほども言ったように、

ただ単にモノを置くっていうだけじゃなく

て、もっと一緒に作って行くっていうか、そ

のアーティストと住民のもっと深いコミュ

ニケーションが必要だと思います。 

 

男性 A：好きなところに置いた瞬間、その人

は参加したことになりますからね、例えば。 

 

住民は住民は住民は住民はアートフェスティバルをどう捉えるアートフェスティバルをどう捉えるアートフェスティバルをどう捉えるアートフェスティバルをどう捉える

か？地域性をか？地域性をか？地域性をか？地域性を活かし活かし活かし活かして発展させるにはて発展させるにはて発展させるにはて発展させるには？？？？    

クリーン
8
：アートとは何か、という問題は、

既に十分議論されてるかもしれないけれど、

そうした参加型のプロジェクトは、今はもう

時代遅れって言うほどではないけれど、よく

聞く話ですよね。今、参加型っていうことよ

り、アートは他所の人がイニシアティブをと

って、アートに独立のドライブが発生して、

結局現地の人が関わってくる…っていう流

れは、すごく面白いと思います。でも、ケー

スとしては少ないと思う。 

 例えば、私、一週間前に青森でそういうと

ころに行ってきたんです。みなさんご存知か

どうかわからないんですけれども、八戸とい

うところに「はっち」っていう施設が、今年

の 2 月あたりにできたばかりなんです。現代

アートに場所を提供するとともに、コミュニ

ティセンターとしてもとても立派な施設で、

面白いんです。美的に優れているし、あと私

がすごく感動しているのは、コミュニティの

人が既にそれを受け入れているっていうこ

と。そこにいってみると、すごくわかる、実

感できる。現地のおじいちゃんとおばあちゃ

んが、会う空間が今までなかったんです。今

は、そこに集まる。それに、八戸に関する情

報も、色々と入手出来る場所です。極端かも

しれないけど、それもアートじゃないかなっ

て私は思うんです。 

 そういう意味で、別府でちょっと実験的に、

全然知らないおじいちゃん、おばあちゃんに

聞いてみたんですよ。このベップ・アート・

マンスを知ってるかどうか。そこの清島アパ

ートの近所にいって、「清島アパートはどこ

ですか？」って聞いたら、すごく近くても知

らないんですよ。だから、今すごくプロヴォ

カティブなんですけど、実際そういうことが

あったので、私が想像してたより、まだサポ

ートを持ててないかなと感じました。そうい

う意味では、すごく難しいね。やっぱり、現

地の地元の人の文脈で、その人たちの生活に

あってることかとか、そういう考え方で表せ

ないかぎり通じないなと思うし、そういう前

提は重いから、もっと現地の人たちの歴史と

か経験を、もっと細かく見ていったほうが早

く馴染むと思います。別府は結構、今までの

歴史とか、居酒屋の文化とか、日常生活とか、

濃いものが沢山残ってるから、多分つかみや

すいんじゃないかなと思います。それが存在

している限り、早くそれを追いかけて、活か

すべきだと私は思います。 

 

藤野：今のね、クリーンさんの文脈で言うと

ね、僕はかなり別府にこの数年注目して、ベ

ルリンでもずいぶんサラウンドしたでしょ、

みんなに言って。僕がいた研究所の世界中か

ら来ている研究者はすごく注目してくれて

る。で、まあ日本のアートプロジェクトに注



目している日本研究者は結構いるんだけれ

ども、せいぜい瀬戸内国際芸術祭とか、横浜

トリエンナーレとかそれくらいなんですよ

ね。で、別府はまだまだ世界的なサラウンド

は足りない。で、日本の中で見ても、例えば

東京から来る、僕らみたいに関西から来るっ

ていう人はいるし、僕も外から入ってきて、

まあ第一回目の時に非常に大きな衝撃を受

けたから、大学の授業でもみなさんにサラウ

ンドして、今こういう場ができてるけれども、

やっぱり去年来たときもね、地元でじゃあど

れだけの人がこのアートフェスティバルを

認知していて、参加しているかっていうと、

そこに実はずいぶん差があるってことは実

感したと思うんですね。 

 でも、例えば今日の動き、この中のほとん

どの人は、4 時間のあのシンポジウムを聞い

たと思うけれども、文化庁長官が来ているわ

けでしょ。で、日本の文化政策の大御所がず

らっと並んでるわけですよね。それで、いわ

ば来年に向けて準備万端、だから霞ヶ関系も

全部巻き込んで、発信準備ってところまで来

てるわけですよ。だから、外からうまく見え

るようにやっていこうっていうのも、非常に

山出さんの戦略としてもうまくいっている

けど、じゃあそこで地元がどうなってるのか

っていうところが、みなさん疑問があると思

うんだよね。 

 でも、ただアート・マンスを去年始めたと

きは、僕最初、あれは「地域文化祭じゃな

い？」、「なんとなくアートつけてみただけじ

ゃない？」って思ったんだけれども、でも多

分戦略的には地元の人の自主的な市民活動

をああいう形でもって、惹き付けておいて、

同じ時期にかなり質的に高度なもの、世界的

にいわば先端的なものも見せていこうって

いうね、同時平行してやろうっていうね、両

面作戦にでてるわけですね。僕、これはすご

く面白いので、来年、この 2 年間アート・マ

ンスやってきて、来年の二度目の混浴温泉世

界が一回目とどう変化したのか、一回目は確

かに数としては大したことないかもしれな

いですよ、全体の予算もね。横浜トリエンナ

ーレなんかと比べたら全然小さいしね。 

 ただ、質的な深さっていう面でいうと、僕

は他と比べても相当な衝撃を受けたので、そ

の深さは水で薄めないで欲しい。だけど、あ

と市民活動で日常に行われていて、アート・

マンスっていうプラットフォームで今活動

していた人たちが、その深さとか高さとかっ

ていうとことどういうように結びついてく

るかですよね。そのコネクトをどうさせるか

っていうのが次の課題なんじゃないかなと

思いますけどね。 

 それから船坂なんですが、残念ながら去年

行けなかったんですね。去年 6 月に山出さん

を神戸にお呼びした時にね、ギャラリー島田

で話をしてもらった時に、藤井先生
9
も来て、

その時にこういうことやってますとお話さ

れたので、ものすごい興味を持って…しかも

近くですよね、阪神間の近くでやっていて、

すごく行きたいなと思いながら、結局行けな

かった。で、いま話を聞いて、まあいろいろ

面白いことを感じたんですけれど、去年の時

はドイツ人、ベルリンからアーティストが 5

人来て、あと全部で 36 人のアーティストが

参加してるわけですよね。で、日本人と外国

から来たアーティストの間の中で何か変わ

ったものがあるのかどうかっていうことが

関心があって。 

 一つは、現代アートだから、サイトスペシ

フィックが非常に重要ですよね。で、特に外

国から来てレジデンスして、制作していった

人たちが、その地域の人でも忘却していたも

のを、どうまた発掘・発見するか、あるいは

別の現代的に作り変えていったってところ

が僕が一番関心があるところなんだけれど

も。じゃあそういう外国からの視点の人と、

日本人のアーティストが今度交わる時に、ど

ういう変化が起きるのかっていうね。つまり、



サイトスペシフィックであるということと、

外国から見た目があって、日本人のアーティ

ストが入っていて、そこがまた何かコネクト

する、起こる変化ってあったんだろうかって

いう、そこが聞きたいです。 

 

外国人が日本でサイトスペシフィックな作外国人が日本でサイトスペシフィックな作外国人が日本でサイトスペシフィックな作外国人が日本でサイトスペシフィックな作

品を作る品を作る品を作る品を作るときの問題とは？ときの問題とは？ときの問題とは？ときの問題とは？    

岩澤：そうですね。ドイツ人は先ほど言った

ように 5 名いて、二人日本の文化に興味を持

った人がいました。で、そのうちの一人は先

ほどお見せした踊り、船坂の盆踊りをテーマ

にした作家で、もう一人は日本の『かぐや姫』

にすごい宇宙的な話だって興味をもたれて、

それと船坂の竹を組み合わせた作家さんが

いたんです。彼のビザとかの、滞在期間の問

題があったんですが、船坂の住民とかとも交

流会をして、船坂のこともだいぶ知ってくれ

たと思うんです。特に、盆踊りをしてた彼は

英語しか話せないし、自分は日本語しか話せ

ないけれども、お互いコミュニケーションを

とったりしながら、盆踊りはどんなものかと

か、船坂の人が船坂音頭について、どういう

愛着を持ってるのかというようなコミュニ

ケーションは取れたと思うんです。 

 ただ、そのかぐや姫とかになると、船坂と

いうよりも、どちらかというとアジアってい

う、日本っていう国のイメージがどうしても

強くなりすぎたのかなっていうところはあ

って、なのでそこは難しいところかなって思

っています。でも、竹という船坂に生えてい

た素材を使うことによって、サイトスペシフ

ィックであるとか、竹とかぐや姫の作品を作

った彼も、竹という素材を通して船坂の人と

関わりを持って、歴史とか土地とかに関心を

深めて下さったと思うし、実際に住民も、言

葉は通じないにしても、いろいろと影響を受

けた部分はあるんです。実際にドイツに行か

れた方もいるので、住民の方とか。 

 でも、その間に日本人のアーティストがど

う関わったかっていうと、正直なところ、ド

イツ人のアーティストと住民のアーティス

トに、日本人の作家の介入はあまりなかった

ですね。 

 

藤野：次のときには、そこは狙いとして定め

ますか。つまり、日本人のアーティストは日

本のことは十分に知ってるわけですよね。だ

けど、船坂っていう里山の地で、ちょっと取

り残された地域、そこの中の特殊性ってとこ

ろに注目して、サイトスペシフィックなもの

を作ろうと思うと思うんですね。でも、いま

言われたように、外国人の場合はあらかじめ

日本のイメージ、日本の表象いうのを持って

いて、その日本のイメージを日本に来たら投

影させようっていう先入観があるから、船坂

としてのサイトスペシフィックっていうや

つ、特殊性っていうのは、そこでネグレクト

されてしまう可能性はあるんですね。 

 すると、その調整の時に、日本人が適切に

何かサジェスチョンできるといいんですよ。

「あなたが持っているジャパンイメージは、

要するにオリエンタリズム的に、形成された

部分があるんですよ、それを今、船坂に投影

してもそれは何もサイトスペシフィックで

はない。」それを、日本人の視点から指摘す

るような形で、何か新しいコミュニケーショ

ンができて、もし外国人であっても、船坂の

独自のイメージ、日本のトータルなイメージ

ではなくて、船坂の独自のイメージが発見で

きるような、その日本側のアーティストとド

イツ側のアーティストのコラボレーション

っていうのができると、次の段階で何かでき

る気がする。 

 

岩澤：そうですね。やっぱりそういうところ

は、なんか役割的に言うと言い逃れみたいに

聞こえるかもしれないですけど、ディレクタ

ーが言うものなのかなと思っていて。ドイツ

人が持っている日本人のイメージっていう



のと船坂の関係性っていうのを掘り下げて

いったらいいと思うんですけど、わりとうち

のディレクションは結構自由にやっている

んですね。ディレクター自身もアーティスト

なので。ある程度は、口は出すんですけれど、

わりと作家がやりたいようにやる…放置で

はないんですけれど、そんなふうにやってい

て。 

 ある程度誰かが、日本人アーティストが誰

か、あなたが持っているのは日本人に対する

イメージであって、船坂っていうのはこうい

うところなんだよってドイツ人のアーティ

ストに言えばよかったと思うんですけど、そ

ういう余力が誰もないのであれば、客観的に

見ても、ディレクターとかが声をかけるべき

なのかなっていう点は思うんです。だから、

それも課題の一つであるかなと。ディレクタ

ー自身がアーティストであるから、やりたい

ようにやらせてあげたいっていう気持ちは

わかるんですけど、ある程度ここまでは介入

しなければいけないっていうところも、全体

的に話し合って決めていかなければいけな

いかなってすごく感じています。 

 

地域とアートをつなぐ者の必要性地域とアートをつなぐ者の必要性地域とアートをつなぐ者の必要性地域とアートをつなぐ者の必要性    

クリーン：ディレクターとアーティスト以外

に、そういう関係を調停役みたいにやってく

れる存在がいた方が、うまくいくんじゃない

かなと思ったんですけど。 

 

岩澤：それは確かに思っています。ほんとに

ざっくり言ってしまうと、住民とアーティス

トという二つに分かれてしまうんですね。間

にいる存在っていうのが、なかなか難しくて、

やはりそういう存在が必要なんですけれど

も、果たして、どういう人がじゃあそこに適

しているのかって。ただアートマネジメント

にすごく専門的に長けている人が入ってき

ても難しいし… 

 

クリーン：多分、ニュートラルがいいんじゃ

ないかな。つまり、もともとそこ出身なんだ

けれど、一回別のところで生活した経験があ

るとか。アートマネジメントができる人より、

そこの場所を細かく知っていて、かつ、他所

の見方もわかる存在が一番適当だと思いま

す。私も越後妻有でそういう人を見たし、や

っぱり、アイデンティティとして現地のこと

をわかっていると同時に、他所からの見方も

承知している人じゃないと。文化の世界の人

には、そういう人が少ない気がする。だから、

かなりプラグマティックな人じゃないと、で

きなさそうですね。だから、女性がいい気が

する。勝手を言わせてもらうと、色々な事例

を見ていると、女性が真ん中に立たされると、

うまくいく確率が男性より高いんですよ。な

ぜかわからないけれど（笑）。 

 

佐々木：でも結果は男性ですよね。 

 

藤野：どこの地方も男性でしょ。今日本のプ

ロジェクトで中心に立っている人はね。女性

でいるかなあ… 

 

橋本み：女性でいるのは、ボランティアと、

男性の下で働いて、実際に現場にいる人と住

民とコミュニケーションをとっている人た

ちぐらいですよね。 

 

藤原：東京国際フェスの相馬さんとか、市村

さんもいますね。 

 

望月：議論が盛り上がってきたところ申し訳

ないですが、お時間が既に過ぎていますので、

何か最後に言っておかれたいことは。 

 

トルコ系ドイツ人のアイデンティティトルコ系ドイツ人のアイデンティティトルコ系ドイツ人のアイデンティティトルコ系ドイツ人のアイデンティティ    

クリーン：私、トルコ人について、ちょっと。

すごくおもしろい発表でした。ドイツにおけ

るトルコ人と、私の出身のオーストリアにお



けるトルコ人を考えたら、オーストリアはも

ともと、「トルコ人＝ガストアルバイター」

というイメージがすごく強いです。主に肉体

労働以外に、就労機会がなかったから。ドイ

ツの方では、私はベルリンのことしか知らな

いけど、私の知り合いには、トルコ人でアイ

デンティティに対してどうしたらいいかわ

からないという人はいない。逆に、トルコ人

でドイツ生まれで、ドイツで育ってきている

人が多いから、そういう人たちは逆にそれを

活かして、すごくポジティブに暮らしている。

周りにいろんな人が多いから、全然そういう

ふうには受け取ってなかった。 

 逆に、そういう人たちは、自分の居場所を

うまく見つけると思います。例えば、トルコ

系ドイツ人はナイトライフで経営者とか、ク

ラブで DJ とか、そういうのがすごく多くて、

私はうまくやっている気がします。あと、大

学でも業績のある若い女性学者とかも、トル

コ人だし。この発表を聞いて、そういう差別

を受けているようには、私は見ていなかった

なと思いました。 

 

伊藤：私も実は、ドイツこの間初めて行った

んですが、行く前は本当にアイデンティテ

ィ・クライシスに陥る、またはイスラムにい

ってしまうということが書いてあって…最

新の文献がなくて、90 年代とかの情報ですが。

でもファティ・アキンの映画を見た時に、全

然違うじゃないかと思って、どっちが本当の

姿なのかなと思ってベルリン行ったら、差別

とかって本当にあるのかなってくらい、おだ

やかな感じがして。 

 

藤野：だからそれは、パリのアラブ系のね、

外国人と全然事情違うでしょ。パリの場合は、

近郊にゲットーを作って、みんな社会住宅に

閉じ込めちゃう。ベルリンは都市の真ん中に

住みついてるから、逆に共生しやすい、空間

的に共生しやすい場ができたってことだと

思うんですね。 

 

クリーン：あとごく最近のベルリンの状況み

ると、ドイツ人が少なく感じるくらい色んな

国の人が流れ込んできているから、曖昧なア

イデンティティは当たり前という感じで、そ

れを犠牲に思う人はあまりいないと思いま

す。つまり、そういうダブル・アイデンティ

ティの人ばっかりだし、特に現代アート系は、

ポーランド系だけどずっとドイツに住んで

いた人とか、そういう人達ばっかりだから、

逆に、同時に色んなアイデンティティをもつ

ほうが、ドイツらしいんじゃないかなって思

うぐらいです。私の周りもそう。 

 

伊藤：インタビューしたオスマンさんも、自

分をもうドイツ人って思っていたんですよ

ね。色んな映画監督とかに会っても、両方の

アイデンティティを持っているというより

は、どっちかというとドイツ人っていう感じ

なのかなって思って、それはそれでいいよう

な気もするし…。 

 

藤野：例えば、まさにハプスブルク帝国って

ね、多民族国家、大帝国だったでしょ。だか

らわずか 4 分の 1 しかドイツ人いなかったわ

けですよね。でも、首都はウィーンだから、

ウィーンには色んな民族が入ってきて、3 世

代の世代が経つと、みんなウィーン人って思

っちゃってるわけですよね。でも、名前とか

は、なになにスキーとかね、なんとかヴィッ

チとかね、由来は絶対もうオーストリアでは

ないわけですよね。だけど、自分はオースト

リア人だっていうアイデンティティを、3 代

か 4 代くらいになると持ち始めてしまう。江

戸っ子 3 代みたいな感じでね。で、今トルコ

人は 3 代目とか 4 代目とかになっているから、

その人たちは同じようにもうドイツ人アイ

デンティティになって当たり前なんじゃな

いかなっていう気はするんです。ただ、大き



な違いは、宗教的な、キリスト教か、それと

もイスラムかっていう、宗教的な問題はある

けれども、ただ本当に戒律に厳しい原理主義

的なイスラムじゃない、トルコ人の場合には、

完全にドイツ人化してる人が多いんじゃな

いかなとは思いますけどね。 

 

クリーン：例えば、実際 DJ の Ipek さんとお

話して、どうでしたか。彼女たちは、多分、

イスラムにこだわらない気がするけど。 

 

伊藤：Ipek さんとは、トイレでしか会ってな

いんですが、彼女はレズビアンなんですよ。

レズビアンで、ムスリムで、トルコ人で、全

ての意味でマイノリティです。彼女はムスリ

ムであることに全然こだわっていないよう

に見えるけど、でも彼女の音楽を聞くと、ト

ルコ音楽をすごく上手に混ぜていて、そうい

うのを聞くと、やっぱりトルコ人としてのア

イデンティティを持っているんだろうなっ

ていうのはすごく感じる。この間 youtube で

インタビューしているのを見て、ミュンヘン

の出身で、トルコの高校に送られて、ドイツ

の大学に行きたいと思って、それからドイツ

語を勉強しだしたって言っていたから、もと

もとトルコ人として育てられたのかなって

思ったりもして。 

 

クリーン：それは、本当に個人によると思い

ます。私の知り合いも、トルコ系ドイツ人で、

ベルリンで DJ をやっているんだけど。その

人はトルコ語をまともにしゃべれない感じ

で、母国語はドイツ語で、宗教の話をしたら、

それには縁がない感じ。ずっとドイツで育て

られてきたし、両親もそんなにそういうのは

気にしない。それは統計をとった方がいいか

も。 

 

伊藤：でも、こういうアーティストって、結

構いい家庭で育っている人が多いのかなと

は思っていて、だからドイツ社会にも適応で

きているのかなと思う部分があります。私が

もっと興味があるのは、クロイツベルクを歩

いてて、劇場とかに行かないような、そこら

へんでうろうろしているような人達が、どう

いうアイデンティティを持っているのかな

っていうことなんですけど。 

 

トルコ系の文化は社会批判か？トルコ系の文化は社会批判か？トルコ系の文化は社会批判か？トルコ系の文化は社会批判か？    

藤原：トルコ人の間ではラップの流行とかな

いんですか？僕は学部の時はフランス文学

専攻だったんですけど、フランスの場合だと、

1995 年くらいにラップが流行って、ラップ

をしているのはパリの郊外の移民系の人で、

そのラップの中に微妙にフランス人に対す

る批判みたいなのがあったりとかするけれ

ども、フランス人はそれわからなくて、なん

かイエーイみたいな感じ。で、後からその内

容とかがわかって、けんかしたりするんです

けど。 

 で、すごく気になるのは、作品を見に来た

のが、ほとんどドイツ人が多いと書いてあっ

たんですけど、なんかドイツ人は怒ったりと

か、そういう批判的な態度をとらないんです

か。フランスだと、これ二年前くらいのアヴ

ィニヨンですが、その移民とか麻薬とか、フ

ランス人とかからしたら自国の恥ずべきよ

うな歴史をテーマにした劇だと、始まって 30

分ぐらいすると、3 分の 1 とか 2 のお客さん

が帰っちゃうんですよ。そんな内容のもの見

たくないって。もしかしたらフランス人のそ

ういう民族性みたいなのがあるかもしれな

いですけれども。そういう批判的な態度って

いうのはなかったんですか。 

 

伊藤：ドイツ語わからないんで、批判はわか

らないんですけど… 

 

藤原：そもそもその作品自体は、どんな内容

の作品だったんですか？ 



伊藤：彼らは“post-immigrant”というのをコ

ンセプトに掲げてるから、多分批判だけして

たら、移民のままっていうか、ポストってい

うのにはなれないっていうのもあると考え

てるんじゃないかなと思ってて。内容は深く

理解できないんですが。で、内容的には文学

では、ベトナム人の人と館長さんと、トルコ

人の人が話しているのを見て。でもドイツ人

もすごい爆笑してました、映像を見て。で、

演劇はそんなに印象的な、わーっていう感じ

も覚えていないし、批判的っていうのも覚え

てないんですけど。あと映画は、割とみんな

静かに、終わったらさささっと出て行く感じ

で、でも興味のある人は下のバーで監督とお

話ができるっていうものもあって。で、ドイ

ツ人の人で来て話している人もいたんです。

二つ映画を見に行ったんですけど、ドイツ人

とトルコ人が結婚したくて、でも壁があって

という映画の時には、みんな爆笑してたし。 

 で、トルコ人にヒップホップとかが流行る

っていうのは、それは “post-immigrant”の

ことを考えるとちょっと違うのかもしれな

いけど、アフリカ系のアメリカ人とかと一緒

で、やっぱり境遇が似てるのから流行るのか

なと思って。中学生の時、一時期ヒップホッ

プに…ギャングスタラップとかにはまった

ときがあって、そういうの聞いてると、女、

金、ドラッグみたいなものが出てくるんです

が、そういうのは社会に対する不満に通ずる

ところがあるから、もしかしてトルコ人の中

で流行ったのかなっていうのは前からちょ

っと気になっていて、もうちょっと調べてみ

たいと思います。 

 

トルコ文化をどう見せるのか？トルコ文化をどう見せるのか？トルコ文化をどう見せるのか？トルコ文化をどう見せるのか？――――まず、見てまず、見てまず、見てまず、見て

もらうことが最初の課題もらうことが最初の課題もらうことが最初の課題もらうことが最初の課題    

藤野：あとそのドイツにおけるトルコ人文化

っていうのをどう見せるのか、どう展示する

のかっていうのは、すごく重要な政治的な問

題で。っていうのは、実際にトルコ人のコミ

ュニティの中の人たちは、パーティとか結婚

式とかね、そういうのをすごくこだわるから、

劇場よりそういうのがおもしろいっていう

話をしてましたよね。それはその通りで、例

えば僕は 4 年ぐらい前に、ドルトムントの市

立美術館でもって、大きなトルコ人の結婚、

結婚式っていうテーマの特別展を見たんで

すよ。トルコの歴史とか、移民した人たちが

どうやってるかとか、衣装とか、家具とか、

風習とか、すごく大きな展覧会だったんです

よね。で、それを見に来るのはトルコ人なの

か、それともドイツ人なのかっていう問題は

あるし、僕が行った時は、少なくともドイツ

人が圧倒的に多かったと思うけれども。 

 それと Ballhaus のね、その博物館の展示

と、その結婚式の展示と、演劇の上演は違う

けれども、Ballhaus の場合も、少なくともド

イツのコミュニティの中で住んでいるトル

コ人の文化って、中がどうなっているのか、

家族がどうなっているのかっていうのをド

イツ側に知ってほしいっていうのはあるん

だと思うんですよね、第一歩としてはね。だ

から、トルコ人よりもドイツ人の方がいっぱ

い来ているっていうのは、それはそれで悪い

ことではなくて、最初の目的は達成してる。

じゃあ、そっから交わって第三の文化が生ま

れるかっていうところまではまだまだ来て

ないし、具体的な構想もないんだと思うんだ

けれども。 

 

伊藤：”Crazy Bood”っていう演劇は、先生は

ご覧になりましたか？ 

 

藤野：あれはね、すごい評判になったので、

もう Ballhaus では何回かやっているけど、

全部完売で見れなかったんで、その代わりに、

Sony Centre のところの大スクリーンに映し

てそれをみんな見てました。僕はちらっとし

か見れなかったけれど、あれはびっくりしま

したね。最初排除されたのに、Ballhaus でや



って、結局テアタートレッフェンていうね、

ドイツでは一番有名な演劇祭のひとつなん

だけれども、そこで一位をとったっていうの

はね。でも、それはあくまで仕掛けてるのは

ドイツ側だし、ジャッジするのもドイツ系の

人たちがジャッジしてると思うのですが。 

 

伊藤：それはなんで拒否されたのかなってい

うのを考えてて、やっぱりドイツ側がすごい

ステレオタイプなトルコ人の姿を出すのっ

て、ドイツの劇場からしたら、そういうのを

表現するっていうのはやりにくいから断っ

たのか、それとも差別的な心があって、トル

コ人の作品なんていいわっていう感じなの

か。 

 

藤野：ドイツの公共劇場っていうのは何百、

すごい数ありますよね。僕の理解は正しくな

いかもしれないけれども、テアタートレッフ

ェンっていうドイツの演劇祭は、それらのな

かで優秀な十何作品を 5月の三週間ぐらいの

間にベルリンで集中的に上演して、一位を競

うみたいなことなんですね。だから、ドイツ

各地の公共劇場で制作した作品が優先され

ていて、そこでトルコ人が制作した作品をか

けることは、基本的にルールとしては入って

いないわけですよ。だけども、Ballhaus って

いう場所が出来たおかげでもって、ちょっと

横道からルールとは違うんだけれども、それ

が上演されて非常に大きな評判を呼んだっ

てことだと思うんですよね。 

 

トルコ・ドイツの二項対立を超えてトルコ・ドイツの二項対立を超えてトルコ・ドイツの二項対立を超えてトルコ・ドイツの二項対立を超えて    

橋本み：ちょっと話を変えることを許される

なら、伊藤さんが言っているように、ドイツ

人の今来ている層だけではなくって、トルコ

人の教養層だけでもなくて、労働者階級の人

達も来てもらえるようになったとしても、も

しそれが過剰にトルコアイデンティティみ

たいなのを強調しすぎるようになってしま

ったら本末転倒だと思っています。伊藤さん

も第 2 のアイデンティティ、ドイツ人でもあ

るしトルコ人でもある、むしろそのダブルア

イデンティティを肯定的に捉える必要があ

るってクリーンさんも仰ってたけど、もしそ

うならなくって、トルコのアイデンティティ

っていうのを強調しすぎちゃった場合って、

私はこわいって思ってて。 

 そうなると、自分の親のルーツがトルコで

あるってことを誇りに思うと同時に、でもド

イツ人もいるし、何人もいるし、何人もいる

し、っていう感じで最終的には Ballhaus で

民族問わずにいろんな人がやりたがるとか、

観に行きたがるというふうになるのがいい

んだなと思います。それはかなり段階の進ん

だ話ではあるけれども、今の段階だとまだト

ルコとドイツの二項対立に話がなっていて、

いろんな人がいるよねってところに果たし

て持っていけるのかな？って、話聞いてて思

いました。でもそこを最終的にこういうステ

ップにいきたいというヴィジョンを全然

Ballhas の人の話からうかがえなかったのは、

ちょっと残念だなあって思いました。 

 

伊藤：確かにトルコだけに偏るのも嫌だし、

でも Fatih Akin とか DJ の Ipek っていうの

は、アメリカの英語の音楽も好きだし。Fatih 

Akin と Sinan Akkus らが監督として関わっ

た “Kebab Connection”っていう映画がすご

く好きなんですけど、それは中国のカンフー

映画をドイツで初めて作ることを目指して

いるトルコ人の話で。Fatih Akin はハンブル

クとかを舞台にしているんです。すごい色ん

な国の友達がいて、でも親の世代は、ケバブ

屋さんの目の前にあるギリシャ料理屋さん

が皿割ってたりして…キプロス島の問題も

あるのかもしれないですけど。この 2 世とか

3 世とかは色んな文化混じり合わせで、そん

なふうなのは、私はすごく楽しいそうでいい

なと思うんです。 



生活者の生活者の生活者の生活者の細かい分析細かい分析細かい分析細かい分析と信頼関係と信頼関係と信頼関係と信頼関係のののの構築構築構築構築    

佐々木：昨日も学生のトークのなかでちらっ

と思ったのが、演劇っていうジャンル自体が、

日常生活の中でどういう人が来るのかって

いうことです。日本でも、例えば今、デザイ

ンの学生に、30 人の中で「演劇見たことあ

る？」っていったらほとんどいないんですね。 

 だから、例えばこういうアイデンティティ

を題材にした演劇っていうものが、トルコ人

にとって演劇ってどのくらい馴染んでいて、

生活の中でそういうものにどう足を運ぶの

かってところが、昨日の話題でも見てみたい

なってところがあります。例えば、トルコ系

ドイツ人の起源とか移民のことで、トルコ系

って大きく捉えてるけれども、実際その中っ

ていうのはどうなっているのかっていうの

は非常に難しいところ。それは多分、どのジ

ャンルにも言えて、多分現代美術もそうだと

思うし。やっぱ実際にどういう生活者が、自

分の価値観にどう刺激を与えられるのかっ

ていうシステムが明快になった方が、実はト

ルコ系ドイツ人のこういう人が来る可能性

があるとか…確かに実際これ調べるのは難

しいと思うけど、なんとか探せないかなって

いう感じはします。 

 で、さっき質問した船坂の場合も、どうい

う人がどう入ってくるのかとか、やっぱりそ

こがすごい気になるとこかなと。あとやっぱ

り、こういうこと自分もやりたいなって思う

けれども、こういうのって住民で何か作って

会期が終わったあとどうしてるのかなって、

すごく素朴な疑問で。結局会期が終わった後、

みんな作ったものを一回片付けなくてはい

けないわけで、そういうのはやっぱり信頼関

係が上手くいってないと難しい。ものを作る

って結構難しいことなので、そういうのをど

うしてるのかってちょっと気になったとこ

ろです。どういう生活者にどう入っていって、

実際どういう人が最終的に信頼関係によっ

て、最後片付けるところまで持っていってい

るのか。 

 

岩澤：そこはやっぱり難しいところで、一回

目の時は試験的に行ったので、どうしても片

付けざるを得なかったんです。貸して下さっ

たのが、会期が終わるまでっていう期限を前

提にお借りしていたので。でも一つおもしろ

い例があったのが、すごく人懐っこいアーテ

ィストさんがいて、場所を貸しほしいって地

主さんに言いに行ったんですけど、そこはど

うしても貸したくないって、「あんたようわ

からんから貸したないわ」っていう感じやっ

たんですけど、いろいろ話して、「こんなん

作りたいんで」ってずっと何回も言っていっ

たら、「あんたここ貸してあげるわあ」って

貸して下さったんです。で、もう解体する日

になったら、「なくなるんさみしいわあ」っ

ていうことになりました。だから、その地域

住民と関わっていく上で重要なのって、どれ

だけ相手に誠実さが伝わるかってことです

よね。アーティストに一人いらっしゃたんで

すけども、どれだけ会期終わるまで親しくし

てても、忙しくて片付けにこられないとやっ

ぱり、その人がただ忙しかっただけやのに、

「アーティストはこれやから」っていうよう

に、下手したら悪い方に結びついちゃうんで

す。だから、そういうのこわいなあって思っ

てて。そういうのは住民ではなく、アーティ

ストである前に、例えば私のような地域外の

第三者が、ビエンナーレを運営する側が、ち

ょっとフォローをしていかなければとは思

っているんです。 

 あと、実際に 2010 年の芸術祭の作品はち

ょっとずつ残されつつあるんです。ドイツ人

のアーティストの方がもう一人いらっしゃ

って。船坂って「船」っていう字がつくんで

す。だから、それにインスピレーションを得

て、船の作品を作った方がいて、それも「俺

が引き取りたい」って言われた地域の方がい

て、それは実際場所を変えて置かれてるんで



す。だから、そういう築いてきたものが残っ

ていってっていうのは証になると思うんで

すね。いろんな人が出会って、モノが出来て

いって、関係性が続いていくっていう証にな

ると思うんで、そういうのはこれからも続け

ていけたらなって考えています。 

 今、芸術祭が終わってからも、児童養護施

設が船坂にあるんですけれど、定期的にそこ

の子どもにアートを教えに来ていらっしゃ

る方がいて、その方は近くに住んでらっしゃ

るから可能なんですけれども、そういう繋が

りがあるアーティストさんていうのはやっ

ぱり地域の方にも愛されていくし。逆に一過

性というか、まあいらっしゃらないですけど

その場しか来ないというアーティストさん

がいたとしたら、どうしても住民側にも受け

入れられないでしょうね。地域とつきあって

いう中では、ほんとアーティストによるんで

すけれど。すみません、答えがあんまりはっ

きりしなくて。 

 で、あとその地域住民の方が関わられてた

という話なんですけれども、やっぱりすごく

重要なのは、地域のキーパーソンを押さえる

ことかなって思うんですね。芸術祭を運営し

ていく上で、昔から住んでおられた方が関わ

ってくださったからこそ船坂はできたんで

す。もし、一人でも昔からおられる方が、「そ

んなことさせへん」て言ったら、絶対計画は

無理だったと思うし。ちょっと不思議なとこ

ろだと思うんです、船坂っていうのは。部外

者に対してちょっとあっけらかんなところ

があって、キーパーソンを押さえたら、「あ

の人がああいうこと言っとるから、じゃあま

あ参加しようか」って、そういうやんわりし

た繋がりを持ってくれるんですよ。なんか利

用してるみたいな言い方しかできないです

が、そうではなくて。そういうのはすごく重

要やなと思って。で、代わりにこっちが伝え

た意見がもし地元のキーパーソンの方に受

け入れられなかったら、やはりそれはなんと

かして、言い方をやわらかくして伝えていく

必要があるし、その距離の難しさっていうの

はありますけど、船坂はそういう意味では奇

跡的にうまくいってると思います。 

 

望月：そろそろまとめの方向に入りたいなと

思うんですけど、何か言い残したことですと

か、何か聞いておきたいことある方いらっし

ゃいますか。 

 

タイでの教育支援タイでの教育支援タイでの教育支援タイでの教育支援    

橋本み：あの、そちらの方は、学生さんです

か。 

 

上尾
10
：APU11

の一回生です。 

 

橋本み：なにかひっかかることはありました

か。 

 

上尾：僕、タイの小学校を支援するっていう

サークルに入ってて、それで地域に関わって

いて、それとベップ・アート・マンスは、違

うところから来た人が地域を盛り上げるみ

たいなところで共通点があるんです。そのコ

ミュニティに受け入れられてるかどうかだ

とか、そういう大事な共通点があって、今日

は勉強になって大変よかったです。 

 

橋本み：もう一個だけ聞けるなら、そのあな

たの行かれてるタイの地域では、住民との関

係はどうなんですか。 

 

上尾：教育の支援をしてるんですけど、小学

生がちゃんと教育を受けれていなくて、中学

校とかに行けないっていう状況があって、そ

れを変えていきたいっていうふうに考えて

いるんです、僕たちのサークルでは。でも、

親自身も教育を受けていなくて日雇い労働

者みたいな感じで、言っても伝わらないし、

で親の協力が得られなくて、子ども自身が何



かやっていかなきゃいけないみたいな感じ

で。でも、その教育を押し付けるのも、勝手

なおごりじゃないのかみたいな心境もあっ

たりで、という状況です。 

 

橋本み：ありがとうございます。 

 

独立型のドライブをどう進めていくか独立型のドライブをどう進めていくか独立型のドライブをどう進めていくか独立型のドライブをどう進めていくか    

望月：ではそろそろ…最初の二つの発表と最

後の発表でフィールドが違うということで、

だいぶ議論の方向性っていうか内容も変わ

って来た、違ったものがあったと思うんです。

共通点としては現状でどういった地域の方

が関わっていて、今関わっていらっしゃらな

い人にどう広げていくかというのが大きな

課題としてあるのかなっていのを感じまし

た。ちょっと私も上手いことまとめられない

んですが。 

 すごく私の中で印象的だったのは、参加型

だとかワーク・イン・プログレスっていうの

が現状がすでに典型として使い慣らわされ

てる中で、そこからどう現地の人が、独立型

のドライブをどう進めていくのかっていう

ことをさっきおっしゃってたと思うんです

けど、そういう点でを積極的に考えていかな

くてはならないのかなと感じました。私自身、

今神戸ビエンナーレについて調べていると

ころなんで、そういう視点を神戸の方でも考

えていけたらなっていうのを、考えさせられ

る機会でした。 

 今日は、飛び込みでいらしてくださった方

もいて。 

 

男性 A：なんかおもしろそうなと。それで、

全国、僕自身はコンピュータグラフィックス

をやっていまして、それをバーチャルリアリ

ティっていう技術として 10年くらい前にね。

それで、要するに今までは行政やあるいは専

門家が書いたものを説明するツールが CG だ

ったんだけど、僕がこの 10 年やりたいと思

ってやってきたことは、地域の人が、まあ専

門家が書いたやつでもなんでもいいんやけ

ど、地域の人がレビューして、地域の方が考

えていくっていう、その主体がどっちなんだ

っていう話で、出来るだけ地域の方側が主導

権を握れるようなっていうことをやりたい

なって思って、この 10 年やっています。 

 で、僕がお手伝いしている街づくりは、こ

の近隣で大分市、まあ今日もたくさん来られ

てたんですが、大分の経済評議会の方々がこ

の 2、3 年がんばって創造都市を目指してお

られるんですよ。山出さん引っぱりこんでね。

それで僕も、アートの街づくりっていうのを

勉強し始めたばっかりです。いろんな所、神

戸の仕事もちょっとさせていただいたり、北

海道でも中心市街地の活性化とかやってる

んですが。 

 そういう意味で、商店街を賑やかにするこ

とが目的でないってね、それは違うんじゃな

いかってさっきも仰っていて。それはね、そ

の通り、違うねん。やっぱりね、そこの人が

楽しめるか、楽しかったら出てきよるんで、

直球にその目的を与えてあげるってことだ

ろうなって、僕もやりながら勉強させてもら

ってるんですよ。それで旅館に一時間遅れま

すって言って、参加させてもらいました。 

 

一同：ありがとうございました。 

 

望月：飛び込みで参加してくださった方もい

て、すごくいろんな方の話が聞けたなって自

分の中で感じていて、とても楽しかったです。

明日も同じ時間にやってます。明日のテーマ

は、「アートマネジメントの人材をそだてる」

っていうテーマで、明日の発表は 2 名、今日

みたいな形でありますので、もしお時間ある

かたいらっしゃたら、明日も是非参加してい

ただけたら幸いです。今日は本当にありがと

うございました。 

 



                                                                        
1 神戸大学大学院国際文化学研究科 博士前期課

程。 
2 神戸大学大学院国際文化学研究科 博士前期課

程。 
3 会社員。地域振興に関わった仕事もしている。 
4 九州大学大学院統合新領域学府ユーザー感性学

専攻 修士課程。 
5 神戸大学大学院国際文化学研究科 教授。 
6 滋賀県立大学大学院人間文化学研究科 講師。 
7 直島の「家プロジェクト」の作品《角屋》（宮島

達男）を指すと思われる。 
8 日本の地方における町づくりの研究をしている。

オーストリア出身。本冊子のプロジェクトメンバ

ーらとは、ベルリンで出会った。 
9 武庫川女子大学文学部教育学科 准教授。 
10 立命館アジア太平洋大学国際経営学部 1 年生。 
11 立命館アジア太平洋大学の略称。 
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